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  古代「山陰道」が奈良平安時代において、経路を定め一定距離間隔で駅家を置き、駅制として整えら

れてきたのは律令制度「大宝律令」以後のことです。 

  「山陰道」は、概ね日本海側を西方に向かい、基本的には山間部を辿り、山陽道とは比べ物にならな

いほど険しい経路です。平安時代中期に編纂された律令のマニュアル的古文書『延喜式』には、古代「山

陰道」は、畿内の都から、山城國、丹波國、丹後國、但馬國、因幡國、伯耆國、出雲國、石見國、隠岐

國を通る経路であった。概ね現在の、国道３７２号、１７６号、４８３号、９号を経由しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野驛址の碑 

 また、瀬戸内海側の主に平野部を通過する山陽道と違って、大規模農地整備や都市開発に伴う工事や

発掘の機会が少なく、これに伴う考古学的検証がほとんどされてこなかったこと、また古代「山陰道」

に関する記述のある古文書も限定されていて、経路や駅家の地についてもその概要すら定かでない地域

が多い。 

 その中で、駅間距離や古くからの地名字名、最近に多く生み出された研究成果（発掘）などを参考に

して、一考察を試みた。 

 

●「山陰道」の経路（兵庫県内と一部京都府内） 

 京都府側の丹波國から、天川峠（篠山市）を越えて、兵庫県

側の丹波國に入ります。本道は、篠山市から丹波市へ、朝来市、

養父市、香美町、新温泉町を通り、としみ峠または蒲生峠を越

えて因幡國（鳥取県）へと行きます。途中、篠山で分岐し、丹

後路（支路）を北上し、丹波市から京都府側へ入り、福知山市、

与謝野町、宮津市、また与謝野町から岩尾峠（豊岡市）を超え

て、以後豊岡市を東から西へ横断し、村岡（香美町）で本道に

合流する経路があります。 

山陰道が京都府から兵庫県篠山市に入る天川峠 

 



●「山陰道」の駅家（兵庫県内と一部京都府内）及び配備駅馬数 

・丹波國：大枝*（おおえ、８疋）、野口*（のぐ

ち、８疋）、小野（おの、８疋）、長柄（ながら、

８疋）、星角（ほしずみ、８疋）、佐治（さじ、

８疋）、日出（ひず、５疋）、花浪*（はななみ、

５疋） 

・丹後國：勾金*（まがりかね、５疋） 

・但馬國：粟賀（あわが、８疋）、郡部（こうり

べ、８疋）、養耆（やぎ、８疋）、山前（やまさ

き、５疋）、面治（めじ、８疋）、射添（いそう、

８疋）、春野（かすがの、５疋） 

※『延喜式』より。ただ、記載の順は、経路上の順とは一致しない。 

※駅名の「*」印は、京都府側の駅家。 

 

●駅家の配置と経路（兵庫県内） 

 



駅配置別説① 

 

 

駅配置別説② 

 

 

経路別説① 

 

 

経路別説② 

 

 

 

 



経路別説③ 

 

※経路別説図における「・・・・・」が別説による経路 

 

●駅家と分岐・合流の比定 

 

 
 

 



 

 





 



 

 

 この様に、山陰道の駅家や経路の比定には、まだまだ遺跡発掘や研究調査が必要と思われます。例え

一箇所の発掘事例であっても主力となる新学説が提唱される機会が多くなるでしょう。今後の一層の進

展を期待します。 

 

※参考資料：『歴史の道調査報告書全集１０“近畿地方の歴史の道１０”兵庫２』兵庫県教育委員会（海

路書院）、『完全踏査・続古代の道（山陰道・山陽道・南海道・西海道）』武部健一著（吉川弘文館）、『ひ

ょうごの遺跡』兵庫県立考古博物館 など 

 

 

 


